
『世界からみた日本の気候（１）』 （教科書Ｐ１５０～１５１）

日本の気候は、世界と比べてどのような特色があるだろう？

下の地図に、温帯の３つの気候を色分けしなさい。

※地図を見て色をつけよう

〔 温帯湿潤 〕気候：

〔 西岸海洋性 〕気候：

〔 地中海性 〕気候：

温帯 温帯は、年間を通じて、（ 気温 ）と（ 降水量 ）の
違いによって、次の３つに分けられる。

〔 地中海性 〕気候 〔 西岸海洋性 〕気候 〔 温帯（温暖）湿潤 〕気候
・大陸の（ 西岸 ）に多く見られる。 ・大陸の（ 東岸 ）に多く見られる。

・夏は 雨が少なく乾燥する ・( 北大西洋海流 ) ・夏は、気温が高く降水量が多い

・冬は 雨が多い とその上を吹く( 偏西風 ) の ・冬は、気温が低く降水量が少ない

影響で暖かく、一年を通じて雨が

代表的な都市：［ アテネ ］ 降る。 代表的な都市：［ロンドン］ 代表的な都市：［ 東京 ］



『世界からみた日本の気候（２）』 （教科書Ｐ１５０～１５１）

日本の中では、地域によってどのような気候のちがいが見られるだろう？

◎日本の気候区を色分けし、雨温図をもとにその特徴をまとめよう。

【 北海道の気候 】
・梅雨がないうえに降水量も少なく、冬の気温がとても低くなる。

・亜寒帯（冷帯）とも呼ばれる。

【 日本海側の気候 】
・夏：晴れた日が多く、気温も高い。

・冬：北西の季節風の影響で降水量（雪）が多い。

【 太平洋側の気候 】

【 中央高地の気候 】
・夏：南東の季節風の影響で雨が

・年間を通じて降水量が少ない。
多く、蒸し暑い。

・夏と冬、昼と夜との気温差が大きい。
・冬：降水量が少なく、乾燥する。

【 南西諸島の気候 】

【 瀬戸内の気候 】
・一年中気温が高く、降水量が多い。

・年間を通じて晴天が多く、温暖で
・亜熱帯とも呼ばれる。

雨が少ない。


